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３．基本的な考え方
（１）　基本構想の目標 
～　すべての人に楽しく安全な道筋づくり　～

草薙駅周辺地区は、地域の歴史や文化、生活利便施設を活かし周囲の住宅地、自然環境と調和した一体的なまちづくりを推進することにより、人が集い賑わう個性的で魅力ある地区へ発展していきます。
このため、高齢者、障がいのある人のみならず市民及び来訪者を含めた、すべての人に楽しく安全な人優先の道筋（経路）づくりを目指します。

（２）　基本方針

自由に日常生活・社会生活へ参加できる都市空間の形成

○　交通結節点、公共施設等を中心に、すべての人が自由に日常生活、社会生活へ参加できる都市空間の形成を推進します。

・交通機関乗り継ぎ環境の充実

・施設内の自由な移動経路の確保

・施設初回利用者でも容易に判断できる情報提供の充実

・市民、来訪者の幅広いニーズにきめ細かく対応できるよう継続的な改善実施

安 全 ・ 安 心 ・ 快 適 な 歩 行 空 間 の 形 成

○　すべての人が安全、安心して、自らの意思で移動手段を選択でき、自由に移動できる歩行空間の形成を推進します。

・連続した歩行空間の確保

・歩行者安全対策の充実

・統一したわかりやすい案内標識設置など情報提供の充実

・市民、来訪者の幅広いニーズにきめ細かく対応できるよう継続的な改善実施

地 域 拠 点 整 備 ・ 関 連 事 業 と の 連 携

○　駅機能を中心とした整備を進める中で、地域拠点整備と連携を図ります。
・駅舎や駅前広場など交通拠点整備におけるバリアフリー化の実施

・駅前への交通アクセス改善における沿道施設等と連携したバリアフリー化の推進

多様なパートナーシップによるユニバーサルデザインの浸透

○　市民と行政、関係事業者のパートナーシップのもと、すべての人がバリアフリー化に継続的に取組むことによりユニバーサルデザイン社会を推進します。
・ハード、ソフト両面から一体的にバリアフリー化を推進
・整備されたバリアフリー空間を維持、改善していくための体制づくり
・様々な利用者の意見を反映させるため、高齢者や障がいのある人等が参加できる
体制づくり

・継続的なバリアフリー意識の啓発、ＰＲ
（３）　重点整備地区の設定方針
バリアフリー新法は、｢高齢者や障がいのある人等の移動上及び施設の利用上の利便性及び安全性の向上を促進する｣ことを目的としています。
その中で重点整備地区は、｢生活関連施設(高齢者、障がいのある人等が日常生活または社会生活において利用する旅客施設、官公庁施設、福祉施設及びその他の施設)の所在地を含み、且つ、生活関連施設相互の移動が通常徒歩で行われる地区｣と規定しています。
（４）　重点整備地区の区域の設定　　　
重点整備地区は、ＪＲ草薙駅、静岡鉄道草薙駅を中心として高齢者、障がいのある人が通常徒歩で移動する範囲(概ね500ｍから1,000ｍ圏内)を対象に、生活関連施設等の立地状況、旅客施設及び有度山の丘陵地の地形を考慮した重点整備地区としました。
その範囲は、北側は国道１号、南側は県道静岡草薙清水線(南幹線) 及び静清土地区画34号線、東側は一里山長崎線、西側は静清土地区画204号線で囲まれた面積約100haの区域とします。
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